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研究成果の概要（和文）：本研究では，職の不安定性が労働者の健康（精神的健康および冠動脈疾患の危険因子
となる各種生理指標）に及ぼす影響を明らかにするとともに，これらの影響を緩衝する仕事の資源を明らかにす
ることを目的として，製造業（2事業場）に勤務する労働者224名を対象に，1年間の前向きコホート研究を実施
した。その結果，上司の支援および手続き的公正が，職の不安定性による労働者への健康影響（とくに精神的健
康への影響）を緩衝する重要な仕事の資源となり得る可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：A one-year prospective cohort study of 224 employees in a manufacturing 
company (two workplaces) was conducted to examine the effects of job insecurity on health (i.e., 
mental health and various physiological indicators of risk factors for coronary heart disease) among
 employees and to identify job resources that buffer these effects. Results indicated that 
supervisor support and procedural justice may be important job resources that buffer the effects of 
job insecurity on health (especially on mental health) among employees.

研究分野： 精神保健学・公衆衛生学・健康科学

キーワード： 職の不安定性　仕事の資源　メンタルヘルス　生理指標　前向きコホート研究　産業保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
職の不安定性は人事労務管理（雇用管理）の問題であるため，職の不安定性による直接的な健康影響を明らかに
しただけでは，産業保健スタッフが具体的な対策を講じることは困難である。本研究で得られた知見は，産業保
健スタッフが職の不安定性による健康影響を軽減するために講じることが可能な対策を具体的に提示するための
第一歩となり得るものであり，職場環境改善を中心とした産業保健活動の促進に寄与するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 わが国では，年功序列・終身雇用制が衰退し，非正規雇用が拡大するなど，雇用の流動化が図
られたことに加え，バブル崩壊以降の長引く経済不況も相まって，職（雇用）の不安定性（job 
insecurity）が社会問題の 1 つになっている。海外（主に欧米諸国）では，職の不安定性が自尊
感情の低下やうつ病・不安障害の発症などの精神的健康に影響を及ぼすだけでなく，主観的健康
感の低下や高血圧・冠動脈疾患の発症および死亡など，身体的健康にも影響を及ぼすことが明ら
かになっている。 
 一方，国内では，職の不安定性が労働者の健康に及ぼす影響について調べた研究は限られてい
る。また，現在のような低迷する経済状況下では，職の不安定性の問題を即時に解消することは
困難であるため，職の不安定性による健康影響を緩衝する職場要因（心理社会的職場環境）につ
いても検討し，産業保健の現場で実行可能かつ有効性の高い対策について，より実践的な示唆を
得る必要があると考えられるが，このような緩衝要因について検討した研究は，国内外ともに行
われていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，日本人労働者を対象とした前向きコホート研究により，職の不安定性が精神的健
康の悪化や，冠動脈疾患の危険因子となる各種生理指標（血圧，中性脂肪，HDL コレステロー
ル，LDL コレステロール，空腹時血糖，ヘモグロビン A1c など）の悪化に影響を及ぼすことを
明らかにするとともに，これらの健康影響は，仕事のコントロール（裁量権，技能の活用度），
職場の社会的支援（上司の支援，同僚の支援），役割明確さ，外在的報酬（金銭・地位報酬，尊
重報酬），組織的公正（手続き的公正，相互作用的公正），ソーシャル・キャピタル（職場の一体
感）などの「仕事の資源」（job resources）が充実した職場環境下では緩衝されることを明らか
にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）既存のデータベースを用いた検討 
 既存のデータベース（3,000 名規模の横断データ）を用いて，職の不安定性と心理的ストレス
反応との関連に対する役割曖昧さ（役割明確さの欠如）の効果修飾を検討した。 
 
（２）ベースライン調査の実施 
 製造業（2 事業場）に勤務する労働者 224 名を対象に WEB による自記式調査を実施した。職
の不安定性と心理的ストレス反応およびワーク・エンゲイジメントとの関連に対する仕事の資
源（仕事のコントロール，職場の社会的支援，役割明確さ，外在的報酬，組織的公正，ソーシャ
ル・キャピタル）の効果修飾を検討した。 
 
（３）フォローアップ調査の実施 
 ベースライン調査を実施した約 1 年後にフォローアップ調査を実施した（ベースライン調査
に回答した 224 名のうち，169 名がフォローアップ調査に回答した）。ベースライン調査のデー
タと統合し，縦断データによって，（２）と同様の検討を行った。 
 
（４）パネルデータの構築 
 （２）および（３）で実施した一連の自記式調査に定期健康診断データから取得した各種生理
指標データを統合し，パネルデータを構築した。 
 
４．研究成果 
（１）既存のデータベースを用いた検討 
 男性の正規社員では，心理的ストレス反応に対する，職の不安定性と役割曖昧さの有意な交互
作用が認められ，役割曖昧さ（役割明確さの欠如）を強く知覚している者は，職の不安定性と心
理的ストレス反応との関連がより強かった（すなわち，役割明確さを強く知覚している者は，職
の不安定性と心理的ストレス反応との関連がより弱く，役割明確さの有意な緩衝効果が認めら
れた）。一方，女性では，正規社員，非正規社員ともに職の不安定性と役割曖昧さとの間に有意
な交互作用は認められなかった。尚，男性の非正規社員は，対象者数が少なかったため，解析を
行うことができなかった。 
 
（２）ベースライン調査のデータを用いた検討 
 心理的ストレス反応に対する，職の不安定性と上司の支援，手続き的公正およびソーシャル・
キャピタルの有意な交互作用が認められ，これらの仕事の資源が充実していると知覚している
者は，不足していると知覚している者に比べ，職の不安定性と心理的ストレス反応との関連が弱
かった（すなわち，職の不安定性と心理的ストレス反応との関連に対する上司の支援，手続き的



公正およびソーシャル・キャピタルの有意な緩衝効果が認められた）。また，ワーク・エンゲイ
ジメントに対しては，職の不安定性と手続き的公正の有意な交互作用が認められ，手続き的公正
が低いと知覚している者は，職の不安定性とワーク・エンゲイジメントとの間に有意な負の関連
が認められたのに対し，手続き的公正が高いと知覚している者は，職の不安定性とワーク・エン
ゲイジメントとの間に有意な関連は認められず，手続き的公正が職の不安定性によるワーク・エ
ンゲイジメントの低下を抑制することが示唆された。 
 
（３）ベースライン調査とフォローアップ調査の統合データを用いた検討 
 フォローアップ時の心理的ストレス反応に対する，ベースライン時の職の不安定性と上司の
支援および手続き的公正の有意な交互作用が認められ，これらの仕事の資源が充実していると
知覚している者は，不足していると知覚している者に比べ，職の不安定性と心理的ストレス反応
との関連が弱かった（すなわち，職の不安定性と心理的ストレス反応との関連に対する上司の支
援および手続き的公正の有意な緩衝効果が認められた）。一方，フォローアップ時のワーク・エ
ンゲイジメントに対しては，ベースライン時の職の不安定性と仕事の資源との間に有意な交互
作用は認められなかった。 
 
（４）パネルデータによる各種生理指標をアウトカムとした検討 
 研究期間中に，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が拡大したことに伴い，調査対象企
業への出張が制限され，定期健康診断データの取得と各種生理指標データを統合したパネルデ
ータの構築が大幅に遅れたため，現時点では，各種生理指標をアウトカムとした検討は十分に実
施できていない。今後，各種生理指標をアウトカムとして，職の不安定性と仕事の資源の交互作
用を検討していく予定である。 
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